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第一節	 問題の所在  
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第二節	 先行研究の検討  
























































































































































の Aristotle the nicomachean ethics（1934）の英訳を確認する限り，「卓越（excellence）」




























































































































































































・ ・ ・ ・ ・ ・
「行為」は善くあることから離れる． 






























第三項	 競技者のアレテー：  excellence から virtue へ  
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結び	 導かれる本研究の目的と方法  




















第三項	 語彙範囲並びに考察対象の限定  
1. アレテーの邦訳は，三種の表現を用いる． 
「善さ」は，アレテー本来の意味概念として使用する．（卓越性・徳） 
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・ ・ ・ ・ ・
状態」として論じ
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第二項	 競技者の「行為」論とアレテー（徳）論  
	 次に，競技者の行為に関連する先行研究を確認しておきたい．ここでは，スポーツを実
践するという行為が如何なるもののためになされるべきか検討するものを取り上げてみる． 
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・ ・ ・ ・
に「やること
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１．意欲（How strong is your desire?）， 
２．積極性（Are you an aggressive competitor?）， 
３．意志（Are you a determined competitor?）， 
４．責任感（Do you accept responsibility for your action?）， 
５．感謝（Do you have feeling of gratitude?）， 
６．自信（Do you believe in yourself?）， 
７．コントロール（Do you stay cool under pressure?）， 
８．不屈の精神（Can you accept strong criticism?）， 
９．吸収力（Are you receptive to coaching?）， 
１０．道徳的（Are you a conscientious athlete?）， 
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ては，誰しも善きひとたるべきいかなる機会をも持たないであろう 52 ）．（EN 
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結び	 「選択」に基づく競技者の「有徳な状態」  
	 競技者のアレテー（徳）にかかる解釈は，「行為」と「選択」の観点からすると次の通り
である．競技者は，競技者として





























































岩波哲学小辞典．岩波書店：東京，p.177 また，日本では anthropology をしばしば，人間
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第一項	 競技者の何を問題とするか：ポール・ワイス再び  
	 平成 28（2016）年にリオデジャネイロで開催された第 31 回オリンピック競技大会（以
下，リオ・オリンピック）では，実施競技種目が 28 競技 306 種目，参加した競技者は，
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第一項	 競技者の「中」にみる「有徳な状態」の前提条件  
	 本項では，競技者の「中庸」を議論するために，選択してはいけない


























































・ ・ ・ ・
アレテーなのである．すると，古代ギリシアの世界にお
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・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
勝利や成功なのか，指導者にとっての





























































































	 吉田は 2016 年に開催されたリオデジャネイロオリンピック競技大会の個人戦で負ける
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	 大別した範囲は，以下の通りである．  
 
＜古代ギリシアに関する文献＞  
	 主に古代ギリシア思想に関する古典や思想史が中心である．  
＜アリストテレスおよびアレテー（卓越・徳）に関する文献＞  
	 主にアリストテレスの著作のほか，その研究文献が中心である．  
＜善および幸福についての文献＞  
	 主に善と幸福の議論を中心に記載し，アレテー論との分別化をはかった．  
＜哲学的概念・思考に関する文献＞  
	 主に哲学領域における主要概念について理解するための文献が中心である．  
＜スポーツ哲学・スポーツ倫理学および哲学一般に関する文献＞  
	 主にスポーツにおける哲学的問題を論じる文献が中心である．  
＜競技者・競技スポーツ・スポーツおよび体育領域に関する文献＞  
	 主に競技者について検討するとき，参考となる文献が中心である．  
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